<特集論文 : 人間にとって地域社会とは> スポーツチームが地域社会へ果たす役割 : 試合観戦者のチーム・アイデンティティとソーシャル・キャピタルとの関係から考える by 林 直也 et al.
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 1．緒言と目的 






































































球団数が 11 球団にまで拡大している（2019 年 5
月現在）．そして，NBL（National Basketball 
League）と bj リーグの統合により，2016 年に創
設されたB. LEAGUE（Basketball LEAGUE）．





















































































































































































































































































 　調査対象者は，B. LEAGUE 1 部に所属する西
宮ストークスの試合観戦者とした．対象とした試
合は，2017 年 12 月 23 日に西宮市立中央体育館
で行われた，対三遠ネオフェニックス戦（2017 ―










有効標本を得ることができた（回収率 93.1 ％）． 
 2.2．調査項目 







































































SPSS Statistics24 を用いた． 
79





































































 　表 4 は，調査対象者の個人的属性を示してい
る．性別は，男性が 56.7 ％，女性が 43.3 ％とな
り，若干男性の方が多い．平均年齢は 38.9 歳，




62.1 ％，女性 37.9 ％，平均年齢 41.9 歳，40 歳代





















女性 43.3 リーグHP 15.2
年　齢
（平均：38.9 歳）
10 歳未満 6.1 ポスター 2.4
10 歳代 4.7 新聞 0.5
20 歳代 8.9 広告 3.3
30 歳代 32.7 チラシ 7.1
40 歳代 36.9 友人の紹介 12.3
50 歳代 7.5 Facebook 3.3
60 歳以上 3.3 twitter 7.6
結婚の有無
既婚 68.7 Instagram 2.8







大阪府 14.4 2 回～ 4回 29.3
その他 5.6 5 回～ 7回 10.5
居住地（市）
西宮市 41.1 8 回～ 10 回 4.8
神戸市 10.4 11 回～ 15 回 3.8





宝塚市 4.7 1 回 10.5
伊丹市 1.0 2 回～ 4回 14.6
その他 29.2 5 回～ 7回 6.4
同伴者
家族 70.3 8 回～ 10 回 3.5
団体 1.4 11 回～ 15 回 1.8
友人 14.4 16 回～ 20 回 4.7
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 3.2．測定尺度の信頼性の検討 




構成する 3項目の平均値は 2.8 から 3.3 の範囲と









目の平均値は，2.4 から 4.2 の範囲となった．5つ
の要因，3つの構成要素，24 項目の合成変数（ソー

















































う 3.3 1.2 
8.8 .922. もし西宮ストークスファンをやめなければならないとしたら，あなたは喪失感を味わうだろう 2.8 1.3 
3. 西宮ストークスのファンであることは，あなたにとって
とても重要である 3.0 1.2 
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表 6　ソーシャル・キャピタル測定項目の平均値，合成変数の平均値ならびにα値






















ことがある 3.5 1.3 
3. 近所の友人知人と連絡を











ことがある 3.3 1.2 
6. 自分が困ったとき地域の
人が助けてくれる 3.4 1.1 
7. 地域の話し合いに参加す
る 3.0 1.2 
8. 地域でお互いへの気配り
がある 3.4 1.2 
9. 近所の家との交流がある 3.4 1.3 
10. 子どもを近所に預かって














13. 地域の人が仲間だと思う 3.4 1.1 













ことがある 3.0 1.2 
17. 防災活動へ参加すること






ことがある 2.7 1.4 
20. 地域のスポーツ指導へ参
加することがある 2.5 1.4 
21. 文化活動へ参加すること








切だと思う 3.1 1.3 
24. この地域のために何かの
役に立ちたいと思う 3.5 1.0 
83
人間福祉学研究　第 12 巻第 1号　2019．12
表 7　生きがい測定項目の平均値，合成変数の平均値ならびにα値












2. こころにゆとりがある 3.2 0.9 




4. 何か新しいことを学んだり，始めたいと思う 3.9 0.9 
11.8
（α =.74）5. 色々なものに興味がある 3.9 0.9 
6. 自分の可能性を伸ばしたい 3.9 0.9 
自己存在の意味
の認識
7. 自分は何か他人や社会のために役立っていると思う 3.4 0.9 
10.6
（α =.80）8. 自分の存在は，何かや，誰かのために必要だと思う 3.7 0.8 








チーム・アイデンティティ .520** .422*  ‒.116 n.s
再観戦意図 ― .354 .087 n.s
今シーズンの観戦回数 ― ― ‒.310 n.s
ソーシャル・キャピタル ― ― ―



























アイデンティティ .520** .422* ‒.001 n.s ‒.190 n.s .122 n.s ‒.223 n.s .075 n.s ‒.001 n.s ‒.105 n.s ‒.142 n.s
再観戦意図 ― .354 n.s ‒.029 n.s .005 n.s .213 n.s .081 n.s .248 n.s ‒.029 n.s .079 n.s .119 n.s
今シーズンの
観戦回数 ― ― ‒.103 n.s ‒.391* ‒.345 n.s ‒.259 n.s ‒.115 n.s ‒.103 n.s ‒.414* ‒.229 n.s
近所の人との
付き合いの程度 ― ― ― .699*** .524** .657*** .666*** 1.000*** .710*** .702***
近所の人との信頼 ― ― ― ― .599** .817*** .676*** .699*** .963*** .826***
地域への信頼 ― ― ― ― ― .523** .637*** .524** .792*** .600**
地域での活動
（社会参加） ― ― ― ― ― ― .720*** .657*** .798*** .980***
地域への
関心・意欲 ― ― ― ― ― ― ― .666*** .744*** .843***
ネットワーク ― ― ― ― ― ― ― ― .710*** .702***
信　頼 ― ― ― ― ― ― ― ― ― .831***
互酬性への規範 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―































































アイデンティティ .494** .340** ‒.071 n.s .190* .119 n.s .037 n.s
再観戦意図 ― .273* ‒.119 n.s ‒.054 n.s ‒.017 n.s ‒.103 n.s
今シーズンの観戦回数 ― ― ‒.173 n.s ‒.245** ‒.121 n.s ‒.243*
生活・人生に対する
楽天的・肯定的感情 ― ― ― .496*** .587*** .828***
未来に対する
積極的・肯定的姿勢 ― ― ― ― .597*** .803***
自己存在の意味の認識 ― ― ― ― ― .878***
生きがい ― ― ― ― ― ―
*p ＜ .05 **p ＜ .01 ***p ＜ .001
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間に有意な関係は認められず，チーム・アイデン
ティティとの間でも，「未来に対する積極的・肯







関（r＝ .243，p ＜ .05），さらに下位尺度の 1つ「未
来に対する積極的・肯定的姿勢」との間にも負の
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The effects of sports teams on local communities: A study of the 
relationship between team identity and social capital of spectators
Naoya Hayashi*1，Jun Takeda*2
*1School of Human Welfare Studies, Kwansei Gakuin University
*2HYOGO PRO BASKETBALL CLUB Co., Ltd
　 This study sheds light on people who enjoy watching live professional sports events with respect to factors 
such as team identity, the number of events attended, the intent to attend more events, social capital, and Ikigai. 
By doing so, the paper aims to understand the effect that professional sports teams have on local communities.
The results of the analysis showed no correlation between team identity, the intent to attend more events, and 
social capital.  However, a negative correlation was found between the number of events attended and social 
capital.  Furthermore, while no correlation was found between team identity, the intent to attend more events, 
and Ikigai, a negative correlation was found between the number of events attended and Ikigai.  It can thus be 
derived that excessive passion and support for sports teams may discourage sports fans from strengthening 
social ties, interacting with community members other than fans, tackling new challenges, or developing a feeling 
of kindness and generosity.  Further investigation and analysis is required to resolve these issues.
Key words: local community, team identity, social capital, ikigai, professional sports team
